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平成１９年３月期中間の業績予想の修正について 

 

 平成１８年５月２６日付当社「平成１８年３月期決算短信」において発表いたしました 

平成１９年３月期（平成１８年４月１日～平成１９年３月３１日）中間の業績予想を下記のと

おり修正いたします。 

 

記 

１．業績予想 

① 中間期（平成１８年４月１日～平成１８年９月３０日） 

                               （単位：百万円） 

 売 上 高 経 常 利 益 中 間 純 利 益 

前回予想 （Ａ） 12,080 30         10 

今回修正 （Ｂ） 12,019 61         67 

増減額 （Ｂ－Ａ） △ 61 31         57 

増減率 △ 0.5％ 103.3％ 570.0％ 

 

２．修正理由 

(１)当中間期は、売上高１２，０８０百万円、経常利益３０百万円を計画しておりましたが、

国内景気全般における緩やかな拡大持続傾向を反映し、当業界における需要増に伴い当社に

おける受注高についても堅調に推移したため、売上高はほぼ計画どおりとなることが予想さ

れます。また、利益面につきましては、完成工事原価のコスト低減をしたことにより、 

 売上高１２，０１９百万円（前回予想額との差異 ６１百万円    ０．５％減） 

 経常利益   ６１百万円（前回予想額との差異 ３１百万円  １０３．３％増） 

 中間純利益  ６７百万円（前回予想額との差異 ５７百万円  ５７０．０％増） 

 となる見込です。 

 



(２)下期につきましては、原油をはじめとする各素材価格の高騰や長期金利の動向など懸念材

料はあるものの、概ね拡大基調が持続するものと推測されますが、厳しい受注競争下にある

業界環境に大きな変化はないと思われますので、繰越受注残高、受注見通しを勘案し、売上

高１８,１８１百万円、経常利益２３９百万円を計画しております。 

 

(３)従って、平成１９年３月期通期業績（平成１８年４月１日～平成１９年３月３１日）とし

ては、前回予想に修正はなく、売上高３０，２００百万円、経常利益３００百万円、当期純利

益１００百万円を見込んでおります。 

 

３．参考：前事業年度の実績 

（単位：百万円） 

 売 上 高 経 常 利 益 中間（当期）純利益

中 間 期（17/4～17/9） 11,619      △16       65      

通    期（17/4～18/3） 29,839      355       285      

 


